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6 月 25 日 開校式・ネイチャーゲーム・スクール旗づくり 

7 月 23 日 竹イカダ作り・川遊び・川の生き物観察 

8 月 21 日 竹イカダで河川清掃・ネイチャークラフト 

10 月 8 日 海沖で海水汲み・塩作り 

10 月 22 日 畑づくり（開墾）・地区の方の畑で野菜収穫・野外炊飯 

11 月 19 日 麦の種撒き・野外炊飯 

1 月 14 日 イチゴ狩り ・イチゴで酵母づくり・石臼で小麦挽き 

1 月 28 日 酪農体験 ・石臼で小麦挽き 

2 月 18 日 パン焼き・文集づくり・閉校式 

私

た

ち

の

住

ん

で

い

る

地

域

の

環

境

は

、

昭

和

40

年

代

か

ら

激

的

な

変

化

が

起

こ

っ

て

い

ま

す

。

山

は

切

り

開

か

れ

宅

地

造

成

が

進

ん

で

、

子

ど

も

た

ち

の

す

ぐ

近

く

の

遊

び

場

で

あ

っ

た

里

山

が

な

く

な

り

ま

し

た

。

水

遊

び

が

で

き

た

川

や

海

は

遊

泳

が

で

き

な

い

ほ

ど

汚

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

そ

の

よ

う

な

自

然

環

境

の

背

景

か

ら

、

地

域

の

小

学

生

と

そ

の

保

護

者

に

、

四

季

を

通

し

た

自

然

体

験

や

農

業

体

験

か

ら

自

然

の

大

切

さ

を

理

解

し

、

将

来

の

自

然

環

境

の

守

り

手

に
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て
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ら

え
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環

境

学

習

を

ス

ク

ー

ル

形

式

で

開

催

し

ま

し

た

。

 

前

年

に

、

準

備

活

動

と

し

て

食

と

環

境

の

関

係

を

考

え

る

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

型

協

働

モ

デ

ル

事

業

（

協

働

モ

デ

ル

事

業

）

を

行

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

培

っ

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

活

か

し

て

、

宮

崎

県

教

育

委

員

会

・

延

岡

市

教

育

委

員

会

・

日

向

市

教

育

委

員

会

の

後

援
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、

セ

ブ
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-
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レ
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記
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て

、
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然
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触

れ
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流

す
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グ
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と

親

子

で

一

緒

に

活

動

す

る

こ

と

に

こ

だ

わ

っ

た

「

四
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を
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と
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ｃ
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ー

ル

」

を

実
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す

る

こ
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が

で

き

ま

し

た

。

 

こ
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験

を

通

し

て

、

環

境

問

題

を

考

え

る

こ

と

が

親
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の
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通
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話

題

と
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る

こ

と

を

期

待

し

、
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ら
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に
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な
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け
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で
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と
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っ

て

い

ま

す

。
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理

事

長

 
 

横
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謙

一
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これからの時代を担う子どもたちに、良質な自然環境を残すためには、
体験型の環境教育は、重要なかぎとなるはずです。森の中等での自然体
験活動にこだわり、楽しみながら遊びながら、結果よりプロセスを重視
して、環境について考えてもらう工夫をした催しを開催しています。 

 

2011 年７月 31 日 

川をたのしく親しもう 

 

 

 

 

この体験型環境学習は、樹木の二酸化炭素吸収量学

習、ドングリ苗木のポットづくり、ドングリを使った工

作を通して、自然の豊かさを楽しみ自然の大切さを学び

ます。 

参加者が３班に分かれて、森の学舎グランドにあるセン

ダン、イヌマキ、サクラ、ヤマモモの木の高さを樹高測

定器と巻尺を使って計測してから、樹高が３ｍ以上の木

は胸の高さで、樹高が３ｍ未満の木は根元で幹の外周を

測りました。その後、教室の戻り、班ごとに計測した木

の年間の二酸化炭素吸収量を計算しました。１本の木の

二酸化炭素吸収量と人間一人の呼吸で吐き出す二酸化炭

素の量や家庭で使う電気量から発生する二酸化炭素の量

との比較をして、樹木が二酸化炭素を吸収してくれる大

事な存在であることを学びました。 

ドングリ苗木作りでは、竹のポットに、ボラ土と腐葉土

を入れて、ナラカシワ・マテバシイ・イチイガシ・クヌ

ギのドングリを植えました。ドングリは、参加者が自宅

で苗木に育て、３年後に山へ戻すことになっています。 

昼食は、皆であぶり焼きソーセージ作り・釜戸で炊飯に

挑戦しました。午後からは、いろんな自然の素材を使っ

て、ネイチャークラフトを楽しみました。 

 

素吸収量と人間一人の呼吸で吐き出す二酸化炭素の量や

家庭で使う電気量から発生する二酸化炭素の量との比較

をして、樹木が二酸化炭素を吸収してくれる大事な存在で

あることを学びました。 

ドングリ苗木作りでは、竹のポットに、ボラ土と腐葉土

を入れて、ナラカシワ・マテバシイ・イチイガシ・クヌギ

のドングリを植えました。ドングリは、参加者が自宅で苗

木に育て、３年後に山へ戻すことになっています。 

昼食は、皆であぶり焼きソーセージ作り・釜戸で炊飯に

挑戦しました。午後からは、いろんな自然の素材を使って、

ネイチャークラフトを楽しみました。 

 

 

    

2011 年 12 月 4 日 

森で過ごそう！森に学ぼう！ 

●森をテーマにした体験型環境学習 

●川をテーマにした体験型環境学習 
 

①ジグソーストーン：普段気にとめない小石を観察 

し集めて、カニ・エビ・魚などを作ります。 

②音巡り：川の中でしか聞くことができない音を聞

きます。 

③笹舟流し：川の流れを感じます。 

④宝さがし ：川に住んでいる身近な生

き物を見つけ名前を確認します。最後に生き物は川

に帰します。 

⑤アメンボの旅：両手両足をアメンボの様に広げ体

の力を抜くことで体が水に浮くことを知ります。 

川遊びが終ったら、参加者全員で昼食のそうめん流し

の準備をしました。釜戸でそうめんを湯で、竹のお椀を

作り、野菜を天ぷらにしました。 

 

この活動は、ネイチャーゲームで、自然をさまざまな感

覚や心を通じて理解し、自然と自分が一体であることを学

び、川あそびをとおして自然の豊かさを楽しみ、自然の大

切さを学ぶ活動です。 

 オリエンテーションで、今回の目的と子どもの森スタッ

フとフェニックス宮崎ネイチャーゲームの会の紹介、そし

て記念撮影後に、川でのネイチャーゲームを五十鈴川で行

ないました。また、川の生き物の大切さ、きれいな水には

森林が必要であること等の話もありましたが、小さい子供

たちには、ちょっと難しかったなぁと思います。 

以下の川あそび（ネイチャーゲーム）を通して自然に触れ

親しみました。 
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自然環境の大切さと大事さを見つめてもらうために、森の

学舎にて植樹と山菜収穫で、春の自然を楽しみました。今回

は、内容に竹林の整備もしました。やや風がありましたが、

晴天で暖かい一日で、参加者・スタッフ共に春の自然が堪能

できました。今回の活動は、木を植えることと山菜を収穫し

て食べることを通して、自然の大切さと大事さを考えてもら

うことです。開会後、参加者全員で記念撮影、準備体操をし

て、最初の活動である竹伐採跡地と川岸への補植樹にとりか

かりました。森林環境税から提供されたヤマザクラ・スダジ

イ・ツブラジイの苗木計 60 本と、個人から提供されたイロ

ハモミジ苗木 

10 本、以前の環境学習でドングリから育てたクヌギ苗木を 

 

2012 年 3 月 25 日 

植樹＆春をたのしもう 

●春をテーマにした体験型環境学習 

昔昔昔昔、、、、子供子供子供子供たちはたちはたちはたちは河童河童河童河童だっただっただっただった

 

植えて行きました。補植樹が終わった後、山菜収穫につい

て説明をしてから、図鑑や道具を持って参加者各自が山菜

を収穫していきます。図鑑でも不明な物はスタッフで確認

していきます。収穫した山菜は、森の学舎に用意した山菜

の写真と名前をつけたプレートに並べて行き、それぞれの

山菜の名前を学習しました。そして、山菜料理で昼食とな

ります。釜戸で炊飯して、山菜の天ぷらやあえ物、炒めも

のを参加者で手分けして調理しました。また、子供たちは

竹のお椀も作りました。閉会後に、シイタケ種駒打ち体験

をしました。コマ打ちの仕方を説明してから、ドリルを使

ってコナラ原木にコマ用穴を開け、シイタケ種駒を木槌で

打ち込んでシイタケ原木を作っていきました。 
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を

開
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し
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◆◆◆◆    

目目目目    

的的的的 

出

会

い

・

交

流

・

情

報

交

換

、

新

た

な

発

見

の

場

と

し

て

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

や

企

業

・

行

政

な

ど

多

様

な

主

体

が

認

識

を

持

ち

、

志

を

ひ

と

つ

に

し

て

、

協

働

を

推

進

す

る

た

め

の

出

会

い

の

場

で

、

あ

た

か

も

商

談

を

す

る

か

の

よ

う

に

協

働

の

相

手

先

を

探

す

こ

と

に

よ

り

、

新

し

い

協

働

事

業

を

創

出

す

る

も

の

で

す

。

 

                       

                              

                              

                              

■２１団体（NPO・ボランティア団体１２、行政４、企業２、労働団体１、その他２）５１人が参加 

特定非営利活動法人子どもの森 協働創出市を主催し、宮崎県（生活・協働・男女参画課）と協働して事業を進めています。 

宮崎県（生活・協働・男女参画課） 協働創出市を委託し、子どもの森と協働して事業を進めています。 

 

■協働創出市に参加した団体の一覧です。                                   敬称略 

連合宮崎 シニアコミュニティ宮崎 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会（地域・ボランティア課） 延岡市（市民協働・男女参画課） 

NPO 法人福祉支援協会ライフサークル 株式会社ケーブルメディアワイワイ 

日向市（市民協働課） 九州労働金庫宮崎本部 

特定非営利活動法人日向渚を守る会 イオン九州株式会社イオン日向店 

延岡ひかりの会  特定非営利活動法人五ヶ瀬川流域ネットワーク 

門川町（総務企画課）  宮崎ダンボールコンポストネットワーク門川支部 

特定非営利活動法人ひめしゃら倶楽部  ボーイスカウト宮崎連盟北部地区協議会 

宮崎県ネイチャーゲーム協会  宮崎県難病相談支援センター 

宮崎わんこの会  

 

 

～～～～    会場全体の様子会場全体の様子会場全体の様子会場全体の様子    ～～～～    

会場設営 

想いを想いを想いを想いを““““かたちかたちかたちかたち””””にににに    

昨年度の協働創出市に参加した門川町総務

企画課の川越さんより協働の事例発表があ

りました。 

（事例１）事業名：門川町暮らしの便利帳発

行事業、協働の相手：株式会社サイネックス、

協働の形態：事業協力・協定 

（事例２）事業名：門川町まちづくりプレー

ヤー事業、協働の相手：町内を活動拠点とす

るグループ、協働の形態：補助 

協働の事例発表 
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尊
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達

成

す

る

た

め

に

協

力

・

強
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す
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ボ

ラ

ン
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し
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共
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Ｎ

Ｐ

Ｏ

（N
o
n
P
r
o
f
i
t
O
r
g
a
n
a
i
z
a
t
i
o
n

）

と

は

、

民

間

の

非

営

利

組

織

で

す

。

 

 

Ｎ

Ｐ

Ｏ

の

定

義

は

統

一

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

が

、

県

で

は

、

法

人

格

を

持

つ

特

定

非

営

利

活

動

法

人

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

）

及

び

法

人

格

を

持

た

な

い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

そ

の

他

の

市

民

活

動

団

体

等

と

し

て

い

ま

す

。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

は

、

地

域

の

課

題

を

解

決

す

る

た

め

に

社

会

的

な

使

命

感

を

持

ち

、

新

た

な

公

共

の

担

い

手

と

し

て

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

※

「

非

営

利

」

と

は

、

収

益

活

動

を

行

っ

て

は

い

け

な

い

（

儲

け

て

は

い

け

な

い

）

と

い

う

こ

と

で

は

な

く

、

収

益

を

団

体

の

構

成

員

に

分

配

を

し

て

は

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

 

※

自

治

会

、

自

治

公

民

会

、

婦

人

会

な

ど

の

地

縁

団

体

も

、

公

益

の

活

動

を

行

う

場

合

は

Ｎ

Ｐ

Ｏ

に

含

ま

れ

ま

す

。

 

 

あ

な

た

に

も

で

き

る

あ

な

た

に

も

で

き

る

あ

な

た

に

も

で

き

る

あ

な

た

に

も

で

き

る

！！！！

協協協協

働働働働 

★

農

家

が

「

食

」

の

安

全

を

提

案

 

★

自

動

車

メ

ー

カ

ー

が

交

通

安

全

啓

発

 

★

薬

局

が

介

護

予

防

も

 

★

書

籍

店

で

読

み

聞

か

せ

 

★

宅

配

の

つ

い

で

に

高

齢

者

の

見

守

り

 

★

ガ

ー

デ

ニ

ン

グ

の

つ

い

で

に

道

路

も

 

き

れ

い

に

 

 

★

居

酒

屋

が

町

の

集

会

場

 

★

犬

の

散

歩

で

見

守

り

活

動

 

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の

他他他他

に

も

ア

イ

デ

ア

し

だ

い

で

に

も

ア

イ

デ

ア

し

だ

い

で

に

も

ア

イ

デ

ア

し

だ

い

で

に

も

ア

イ

デ

ア

し

だ

い

で

協

働

協

働

協

働

協

働

のののの

輪輪輪輪

はははは

広広広広

が

り

ま

す

が

り

ま

す

が

り

ま

す

が

り

ま

す

！！！！    

 

協

働

協

働

協

働

協

働

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

＆

Ａ 

・

協

働

す

る

と

、

ど

ん

な

良

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

か

？

 

 

厳

し

い

社

会

情

勢

が

続

く

昨

今

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

や

行

政

、

民

間

企

業

の

力

だ

け

で

は

ど

う

に

も

な

り

ま

せ

ん

。

み

ん

な

で

汗

や

知

恵

を

出

し

合

う

こ

と

で

、

想

い

を

か

た

ち

に

す

る

こ

と

が

で

き

明

る

い

未

来

に

近

づ

く

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

・

協

働

す

る

に

は

ど

う

し

た

ら

良

い

で

す

か

？

 

 

協

働

創

出

市

で

、

地

域

社

会

を

よ

く

し

た

い

想

い

を

話

し

同

じ

想

い

を

持

っ

て

い

る

相

手

を

見

つ

け

ま

し

ょ

う

。

き

っ

と

協

働

す

る

パ

ー

ト

ナ

ー

が

み

つ

か

り

ま

す

。

 

（

「

宮

崎

県

と

コ

ラ

ボ

し

よ

！

」 

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

よ

り

） 

   コラボシスターズ（協働イメージキャラクター） 

   

コラボ鏡ちゃん 

協働で必要な機

動性をイメージ

しています。 

コラボ玉ちゃん 

協働で必要な柔

軟性をイメージ

しています。 

コラボ剣ちゃん 

協働で必要な先

駆性をイメージ

しています。 

子どもの森子どもの森子どもの森子どもの森と宮崎県宮崎県宮崎県宮崎県の協働協働協働協働について 

 それぞれの団体単独では、その想いを形にすることの難しさを、8 年間の子ども

の森の活動を通して感じていました。一方、企業や他の団体と協働し活動した時に

は、容易に形になっていく実感がありました。 

 同じ想いを持つもの同士が一緒になって活動や事業を進めて行くことが、地域の

問題解決にとって有効な手段であり、宮崎県の委託事業である「協働商談会開催事

業」が、子どもの森の感じている協働を地域に広げることができる事業であること

から、子どもの森で宮崎県生活・協働・男女参画課と協働して「協働商談会」を開

催することにしました。           http://kyoudou.info/ 

商談会の様子 
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門川高等学校演習

林を五感で森林自然

を感じることが出来る

ように高校生と一緒

に取り組んでいます。 

五  感 

ＧＯＣＡＮの森 

 

   

      

手

入

れ

が

さ

れ

ず

放

置

さ

れ

て

い

る

竹

林

を

、

子

ど

も

が

入

り

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

広

葉

樹

の

林

に

再

生

し

、

人

や

動

植

物

に

や

さ

し

い

自

然

環

境

と

水

源

か

ん

養

や

災

害

の

防

止

な

ど

森

林

の

公

益

的

機

能

の

維

持

増

進

を

図

る

た

め

に

、

平

成

21

年

度

か

ら

継

続

し

て

竹

の

伐

採

を

続

け

て

い

ま

す

。

 

伐

採

し

た

竹

林

の

面

積

は

約

０

．

３

ｈ

ａ

で

、

伐

採

竹

は

、

粉

砕

機

で

チ

ッ

プ

に

し

て

堆

肥

作

り

を

兼

ね

て

森

の

学

舎

グ

ラ

ン

ド

の

一

部

に

散

布

し

ま

し

た

。

ま

た

、

伐

採

し

た

竹

で

棚

を

作

り

、

棚

に

倒

竹

や

竹

笹

部

分

等

を

積

ん

で

行

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

、

四

季

を

ま

る

ご

と

体

験

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル

で

の

竹

イ

カ

ダ

に

も

伐

採

し

た

竹

を

活

用

し

ま

し

た

。

 

              

平

成

24

年

３

月

25

日

は

「

春

を

た

の

し

も

う

」

と

同

時

開

催

に

よ

り

52

人

の

参

加

が

あ

り

、

平

成

21

年

度

に

竹

を

伐

採

し

広

葉

樹

の

植

樹

を

し

た

空

間

に

広

葉

樹

を

捕

植

樹

し

ま

し

た

。

企

業

（

株

式

会

社

ロ

ー

ソ

ン

社

員

、

近

隣

の

ロ

ー

ソ

ン

店

舗

の

店

長

と

従

業

員

の

方

々

）

の

参

加

が

７

人

あ

り

ま

し

た

。

 

・

助

成

等

：

国

土

緑

化

推

進

機

構

特

定

公

募

事

業

（

ロ

ー

ソ

ン

緑

の

募

金

事

業

）

 

 

   

 

 

 

 

 

 

      

 

            

■

下

草

刈

り

 
 

 

２

０

１

１

年

６

月

18

日

 

Ｇ

Ｏ

Ｃ

Ａ

Ｎ

の

森

で

の

森

づ

く

り

も

６

年

目

と

な

り

ま

し

た

。

今

回

も

毎

年

恒

例

の

門

川

高

校

生

と

一

緒

に

下

草

刈

を

お

こ

な

い

ま

し

た

。

天

気

は

雨

で

、

３

年

連

続

で

雨

の

中

で

の

下

草

刈

と

な

り

ま

し

た

。

し

か

も

、

今

ま

で

で

一

番

激

し

い

雨

と

な

り

ま

し

た

。

そ

ん

な

天

気

で

し

た

が

、

高

校

生

が

５

人

と

先

生

の

６

人

が

門

川

高

校

か

ら

参

加

し

て

く

れ

ま

し

た

。

子

ど

も

の

森

か

ら

の

参

加

者

は

３

人

で

、

計

９

人

で

の

下

草

刈

で

す

 

 

朝

８

時

に

門

川

高

校

に

参

加

す

る

高

校

生

が

集

合

し

た

時

に

は

、

既

に

雨

が

大

降

り

で

し

た

。

や

や

不

安

を

抱

え

て

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

で

Ｇ

Ｏ

Ｃ

Ａ

Ｎ

の

森

に

出

発

し

ま

し

た

。

移

動

時

間

を

利

用

し

て

、

今

ま

で

の

森

の

取

り

組

み

と

今

日

の

作

業

説

明

・

注

意

点

な

ど

の

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

を

実

施

し

ま

し

た

。

森

に

着

い

て

、

テ

ン

ト

設

営

、

道

具

の

準

備

、

体

操

、

作

業

道

の

確

認

を

お

こ

な

っ

て

か

ら

、

下

草

刈

の

作

業

に

は

い

り

ま

し

た

。

 

 

植

樹

し

た

苗

木

は

４

年

が

経

過

し

て

、

ケ

ヤ

キ

と

イ

ロ

ハ

モ

ミ

ジ

の

樹

高

も

２

ｍ

か

ら

３

ｍ

と

な

っ

て

い

ま

す

。

悪

天

候

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

人

数

不

足

で

あ

っ

た

の

で

、

樹

木

の

周

り

を

つ

ぼ

刈

り

に

し

ま

し

た

。

激

し

い

雨

の

中

、

高

校

生

は

汗

だ

く

で

雨

に

ぬ

れ

な

が

ら

、

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

励

ん

で

く

れ

ま

し

た

。

約

１

時

間

の

下

草

刈

で

予

定

し

て

い

た

作

業

が

終

了

し

た

た

め

、

森

の

学

舎

へ

移

動

。

森

の

学

舎

で

は

、

お

楽

し

み

昼

食

で

あ

る

素

麺

流

し

を

し

ま

し

た

。

そ

の

準

備

と

し

て

、

竹

で

素

麺

の

お

椀

を

作

り

、

釜

戸

で

素

麺

を

ゆ

で

、

野

菜

の

天

ぷ

ら

を

作

り

ま

し

た

。

解

散

時

間

の

14

時

に

な

り

、

門

川

高

校

生

は

再

び

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

で

帰

路

に

つ

き

ま

し

た

。

 

 

 

■

２

０

１

２

年

５

月

８

日

 

炭

焼

き

窯

が

届

き

ま

し

た

。

こ

の

炭

焼

き

釜

は

、

緑

の

募

金

特

定

公

募

事

業

か

ら

の

助

成

金

を

受

け

て

導

入

し

ま

し

た

。

 

24

年

度

の

活

動

、

竹

炭

作

業

に

利

用

し

て

い

き

ま

す

。

 

【

 

森

づ

く

り

活

動

 

】

 

延

べ

実

施

日

数

９

日

間

 

延

べ

参

加

人

数

１

５

５

人

 

 

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

参

加

い

た

だ

い

た

皆

様

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

妖精の森 

 

竹林となってしまった

森林の一部を、子ども

が入り遊ぶことができ

る広葉樹の森に再生し

ています。 

 

■実施日 2011 年度 

6 月 4 日 

7 月 9 日 

7 月 11 日 

10 月 9 日 

11 月 12 日 

11 月 13 日 

3 月 3 日 

3 月 25 日 
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３月１７日 

9：00 開講式、オリエンテーション  事務局 

9：20 森づくりのための森林生態学 

 宮崎大学農学部准教授 

             髙木 正博 氏 

11：30 森づくりボランティアの紹介 

 子どもの森 理事長 

             横山 謙一 

13：00 自然保護と樹木・植物観察 

 宮崎県環境保全アドバイザー 

県北植物愛好会  成迫平五郎 氏 

 

成迫平五郎先生の植物観察 

 

髙木正博先生の講義 

 
 

 

３月１８日 

9：00 安全管理 

 安全技術指導員 

             岩田 幸生 氏 

10：40 

チェーンソーなどの山林作業機械

の使用法 

 林業従事者 

             松本 哲也 氏 

13：30 

森林資源活用 

椎茸コマ打ち作業 

 子どもの森理事長 

             横山 謙一 

 

チェーンソー実習  

 

しいたけコマ打ち作業 

 

  

森林環境セミナー 

 

～森の達人になろう～ 

環

境

問

題

へ

の

取

組

み

の

ひ

と

つ

で

あ

る

森

づ

く

り

活

動

に

継

続

し

て

参

加

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

、

森

づ

く

り

活

動

を

自

ら

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

ト

す

る

リ

ー

ダ

ー

的

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

育

成

す

る

セ

ミ

ナ

ー

で

、

今

回

が

４

年

目

（

４

度

目

）

の

開

催

と

な

り

ま

す

。

 

  ◆

森

づ

く

り

の

た

め

の

森

林

生

態

学 

 

髙

木

先

生

に

よ

る

森

林

生

態

学

は

、

森

林

の

種

類

、

樹

木

の

特

徴

、

森

林

の

種

類

、

森

林

の

持

つ

多

様

性

な

ど

多

岐

に

わ

た

る

講

話

で

し

た

。

ま

た

、

森

林

を

育

て

る

技

術

、

遺

伝

的

攪

乱

が

起

こ

ら

な

い

よ

う

な

地

域

に

あ

る

樹

木

で

、

適

地

適

木

と

し

た

施

業

体

系

の

森

づ

く

り

の

重

要

性

を

学

び

ま

し

た

。

森

林

の

も

つ

多

面

的

機

能

を

同

時

に

発

揮

で

き

る

よ

う

な

森

づ

く

り

に

取

り

組

ん

で

い

き

た

と

思

い

ま

し

た

。

 

 

◆

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

紹

介 

 

県

内

の

森

づ

く

り

団

体

が

、

ど

の

よ

う

な

森

づ

く

り

を

や

っ

て

い

る

の

か

、

ま

た

森

林

な

ど

を

活

用

し

て

、

ど

の

よ

う

な

環

境

学

習

を

し

て

い

る

か

を

説

明

し

ま

し

た

。 

 

◆

県

北

の

森

林

に

つ

い

て

樹

木

・

植

物

観

察 

 

森

の

学

舎

周

辺

を

散

策

し

て

、

講

師

の

成

迫

先

生

か

ら

植

物

の

名

前

や

特

徴

な

ど

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

春

の

七

草

を

実

際

に

探

し

て

い

き

ま

し

た

。

 

 

◆

安

全

管

理

 

 

設

備

の

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

・

不

適

切

な

作

業

環

境

・

疲

労

や

加

齢

等

の

人

的

要

因

・

作

業

の

管

理

の

何

れ

か

に

欠

陥

が

あ

る

場

合

に

林

業

労

働

災

害

の

発

生

が

お

き

る

こ

と

、

作

業

時

の

意

識

改

革

や

作

業

前

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

の

必

要

性

、

事

故

を

未

然

に

防

ぐ

対

策

、

事

故

発

生

時

の

対

応

を

前

も

っ

て

準

備

し

て

お

く

こ

と

等

を

学

習

し

ま

し

た

。

そ

し

て

、

災

害

の

事

例

に

つ

い

て

、

講

師

の

岩

田

さ

ん

の

周

辺

で

起

き

た

災

害

事

例

の

説

明

も

あ

り

ま

し

た

。

林

業

労

働

災

害

に

つ

い

て

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

も

同

じ

よ

う

に

あ

て

は

ま

る

と

思

い

ま

す

。

 

 

 

◆

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

な

ど

の

山

林

作

業

機

械

の

使

用

法 

 

倒

木

作

業

で

の

受

け

口

と

追

い

口

に

つ

い

て

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

の

基

本

的

な

使

い

方

を

学

び

、

安

全

管

理

の

講

習

で

学

ん

だ

知

識

を

確

認

し

な

が

ら

、

木

に

見

立

て

た

杉

の

丸

太

を

実

際

に

切

っ

て

い

き

ま

し

た

。

 

 

◆

森

林

資

源

の

活

用

（

き

の

こ

栽

培

） 

 

森

づ

く

り

活

動

を

し

て

、

作

業

の

安

全

上

で

ど

う

し

て

も

下

木

（

広

葉

樹

）

を

倒

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

時

が

あ

り

ま

す

。

倒

し

た

下

木

も

有

効

に

活

用

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

薪

に

し

た

り

炭

に

し

た

り

、

チ

ッ

プ

化 

 

  

し

て

堆

肥

等

に

利

用

し

た

り

し

ま

す

。

そ

の

ひ

と

つ

と

し

て

、

キ

ノ

コ

の

原

木

へ

の

使

用

も

あ

り

ま

す

。

昨

今

の

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

は

、

活

動

の

楽

し

み

と

し

て

の

キ

ノ

コ

栽

培

も

盛

ん

に

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

キ

ノ

コ

は

菌

種

で

あ

り

、

分

解

者

と

し

て

菌

種

が

自

然

界

に

必

要

不

可

欠

な

存

在

で

あ

る

こ

と

、

キ

ノ

コ

が

育

つ

自

然

環

境

と

キ

ノ

コ

の

生

育

に

つ

い

て

学

ん

だ

後

、

キ

ノ

コ

の

菌

コ

マ

打

ち

を

体

験

し

ま

し

た

。

コ

ナ

ラ

の

原

木

に

シ

イ

タ

ケ

菌

コ

マ

を

接

種

し

ま

し

た

。
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小

麦

に

つ

い

て

 
 

 
 

 

シ

リ

ー

ズ 

 

小

麦

は

イ

ネ

科

小

麦

属

作

物

の

総

称

で

す

。

 

世

界

中

で

最

も

広

い

範

囲

で

栽

培

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

世

界

の

小

麦

栽

培

面

積

は

億

ヘ

ク

タ

ー

ル

、

全

穀

物

栽

培

面

積

の

％

を

占

め

て

い

ま

す

。

収

穫

量

は

 

億

ト

ン

で

す

。

 

 

小

麦

小

麦

小

麦

小

麦

のののの

外

観

外

観

外

観

外

観

    

小

麦

の

実

は

楕

円

形

で

、

外

側

を

固

い

皮

が

何

重

に

も

覆

っ

て

い

ま

す

。

皮

の

色

は

黄

色

か

ら

褐

色

ま

で

あ

り

ま

す

。

 

外

皮

の

色

が

褐

色

系

の

も

の

を

赤

小

麦

と

い

い

ま

す

。

日

本

の

小

麦

は

こ

れ

に

属

し

ま

す

。

 

外

皮

の

色

が

黄

色

系

の

も

の

を

白

小

麦

と

い

い

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

な

ど

の

小

麦

は

こ

ち

ら

に

属

し

ま

す

。

 

秋

に

種

を

ま

い

て

、

翌

年

の

夏

頃

収

穫

す

る

も

の

を

冬

小

麦

と

い

い

ま

す

。

ま

た

、

春

に

種

を

ま

い

て

、

秋

に

収

穫

す

る

も

の

を

春

小

麦

と

い

い

ま

す

。

 

 

小

麦

小

麦

小

麦

小

麦

のののの

種

類

種

類

種

類

種

類

    

小

麦

は

、

お

お

ま

か

に

は

普

通

小

麦

（

パ

ン

用

）

デ

ュ

ラ

ム

小

麦

（

パ

ス

タ

用

）

の

２

種

類

に

分

け

ら

れ

ま

す

。

 

原

産

地

は

中

央

ア

ジ

ア

の

コ

ー

カ

サ

ス

地

方

か

ら

西

ア

ジ

ア

の

イ

ラ

ン

周

辺

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

普

通

小

麦

の

栽

培

は

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

地

方

で

始

ま

り

、

紀

元

前

３

0
0

0

年

頃

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

や

ア

フ

リ

カ

に

伝

わ

り

ま

し

た

。

 

日

本

で

は

、

小

麦

よ

り

も

粒

の

ま

ま

食

べ

る

大

麦

の

方

が

米

と

共

に

栽

培

さ

れ

食

べ

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

 

            

                                  

子子子子

ど

も

ど

も

ど

も

ど

も

土

曜

教

室

土

曜

教

室

土

曜

教

室

土

曜

教

室

    

「「「「

う

き

う

き

・

お

も

し

ろ

う

き

う

き

・

お

も

し

ろ

う

き

う

き

・

お

も

し

ろ

う

き

う

き

・

お

も

し

ろ

探

検

隊

探

検

隊

探

検

隊

探

検

隊

」」」」

    

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

年年年年

９９９９

月月月月

17171717

日日日日 

日

向

市

の

中

央

公

民

館

が

毎

月

開

催

し

て

い

る

土

曜

教

室

の

富

高

小

学

校

と

塩

見

小

学

校

の

４

年

生

か

ら

６

年

生

の

20

人

が

、

環

境

学

習

と

あ

ぶ

り

焼

き

ソ

ー

セ

ー

ジ

作

り

を

体

験

し

ま

し

た

。

子

ど

も

の

森

は

、

ス

タ

ッ

フ

４

人

で

、

サ

ポ

ー

ト

し

ま

し

た

。

 

人

間

が

生

活

す

る

こ

と

で

排

出

し

て

い

る

Ｃ

Ｏ

２

（

二

酸

化

炭

素

量

）

の

量

と

、

樹

木

が

吸

収

し

て

い

る

Ｃ

Ｏ

２

を

知

る

こ

と

で

、

樹

木

の

大

切

さ

と

人

間

生

活

で

無

駄

な

電

気

・

ガ

ス

・

水

な

ど

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

を

少

な

く

す

る

こ

と

の

必

要

性

を

学

習

し

ま

し

た

。

子

ど

も

た

ち

は

、

森

の

学

舎

グ

ラ

ン

ド

で

樹

木

の

高

さ

と

幹

回

り

を

測

り

、

教

室

に

戻

っ

て

き

て

樹

木

の

Ｃ

Ｏ

２

と

人

間

生

活

で

排

出

さ

れ

る

Ｃ

Ｏ

２

を

吸

収

す

る

た

め

に

木

が

何

本

必

要

な

の

か

を

計

算

し

ま

し

た

。

 

お

昼

は

、

ソ

ー

セ

ー

ジ

生

地

づ

く

り

・

釜

戸

ご

飯

炊

き

・

あ

ぶ

り

焼

き

火

熾

し

の

３

班

に

分

か

れ

て

準

備

を

し

ま

し

た

。

 

                                             

    

北

川

教

育

課

北

川

教

育

課

北

川

教

育

課

北

川

教

育

課

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

視

察

視

察

視

察

視

察

    

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

年年年年

10101010

月月月月

24242424

日日日日     

  

廃

校

に

な

っ

た

学

校

の

あ

る

旧

北

川

町

の

四

区

長

さ

ん

と

延

岡

市

教

育

委

員

会

北

川

教

育

課

の

皆

さ

ん

が

、

森

の

学

舎

に

廃

校

に

な

っ

た

学

校

の

活

用

事

例

の

視

察

に

や

っ

て

き

ま

し

た

。

旧

北

川

町

で

廃

校

に

な

っ

た

学

校

が

あ

る

地

域

の

区

長

さ

ん

た

ち

は

、

地

域

で

廃

校

を

ど

の

よ

う

に

使

っ

て

い

く

か

を

模

索

し

て

い

る

そ

う

で

す

。

 

 

子

ど

も

の

森

で

の

旧

西

門

川

小

学

校

松

瀬

分

校

を

使

っ

た

活

動

の

説

明

を

通

し

て

、

お

金

を

投

資

し

て

ハ

ー

ド

面

で

学

校

を

違

う

物

に

せ

ず

、

そ

の

ま

ま

の

姿

で

、

い

つ

で

も

学

校

と

し

て

戻

せ

る

よ

う

に

、

廃

校

の

ソ

フ

ト

面

で

の

活

用

に

つ

い

て

お

話

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

子

ど

も

の

森

の

廃

校

活

用

が

、

旧

北

川

町

の

区

長

さ

ん

た

ち

へ

の

ヒ

ン

ト

と

な

れ

ば

幸

い

で

す

。

 

 

    
 

     
 

森

も り

の

の

学舎

ま な び や

 

旧西門川小学校松瀬分校を活用している森の学舎。環境プログラムの開催と環境文庫の常設を

しています。また、団体への施設開放、自然体験活動の受け入れもおこなっています。 

http://www.kodomonomori.info 

 

１ 

eco スクールで栽培した小麦 

2012 年４月撮影 
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東

臼

杵

郡

公

民

館

連

合

会

実

践

研

究

東

臼

杵

郡

公

民

館

連

合

会

実

践

研

究

東

臼

杵

郡

公

民

館

連

合

会

実

践

研

究

東

臼

杵

郡

公

民

館

連

合

会

実

践

研

究

セ

ミ

ナ

ー

で

の

セ

ミ

ナ

ー

で

の

セ

ミ

ナ

ー

で

の

セ

ミ

ナ

ー

で

の

講

演

講

演

講

演

講

演

 

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

年年年年

11111111

月月月月

28282828

日日日日    

    

東

臼

杵

郡

内

の

門

川

町

、

美

郷

町

、

諸

塚

村

、

椎

葉

村

の

４

町

村

で

構

成

さ

れ

て

い

る

公

民

館

連

合

会

の

実

践

    

研

究

セ

ミ

ナ

ー

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

実

践

研

究

セ

ミ

ナ

ー

で

、

横

山

理

事

長

が

、

演

題

『

環

境

保

全

活

動

を

通

し

て

「

こ

ど

も

の

成

長

と

公

民

館

の

役

割

」

』

を

１

時

間

30

分

の

講

演

を

し

ま

し

た

。

    

子

ど

も

の

健

全

な

成

長

に

は

、

自

然

環

境

に

触

れ

る

こ

と

が

大

事

で

、

徳

観

・

正

義

感

の

度

合

い

は

、

「

自

然

体

験

」

が

豊

富

な

子

ど

も

ほ

ど

、

身

    

に

つ

い

て

い

る

。

小

学

生

の

時

期

の

子

ど

も

は

、

親

か

ら

離

れ

て

友

だ

ち

と

遊

ぶ

集

団

を

形

成

し

、

活

発

に

活

動

す

る

な

か

で

様

々

な

こ

と

を

学

ぶ

。

 

 

公

民

館

で

で

き

る

子

ど

も

た

ち

へ

    

の

環

境

学

習

に

は

、

電

気

製

品

に

頼

ら

な

い

生

活

の

あ

り

方

・

フ

ー

ド

マ

イ

レ

ー

ジ

で

｢

地

産

地

消

」

を

考

え

る

・

緑

の

カ

ー

テ

ン

づ

く

り

・

ホ

タ

ル

等

の

生

き

物

の

調

査

と

保

護

・

自

然

農

業

の

体

験

・

昔

の

あ

そ

び

・

エ

コ

工

作

等

の

多

く

の

テ

ー

マ

が

あ

り

、

地

域

の

人

材

を

使

っ

て

、

他

の

公

民

館

地

域

や

企

業

・

Ｎ

Ｐ

Ｏ

・

行

政

・

学

校

等

と

協

働

す

る

こ

と

で

実

施

が

容

易

に

な

る

。

 

     

連

合

愛

連

合

愛

連

合

愛

連

合

愛

の

カ

ン

パ

の

カ

ン

パ

の

カ

ン

パ

の

カ

ン

パ

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会

意

見

交

換

会    
    

２

０

１

２

２

０

１

２

２

０

１

２

２

０

１

２

年年年年

２２２２

月月月月

28282828

日日日日    

宮

崎

県

の

Ｎ

Ｐ

Ｏ

や

市

民

活

動

団

体

と

日

本

労

働

組

合

総

連

合

会

（

連

合

）

の

意

見

交

換

会

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

国

内

の

各

地

域

で

社

会

貢

献

活

動

を

展

開

し

て

い

る

団

体

を

対

象

に

、

連

合

が

支

援

し

て

い

る

「

愛

の

カ

ン

パ

」

の

カ

ン

パ

先

団

体

が

、

宮

崎

県

は

特

に

多

く

、

連

合

本

部

の

連

帯

活

動

局

が

、

「

愛

の

カ

ン

パ

」

の

カ

ン

パ

先

団

体

と

意

見

交

換

を

要

望

し

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

子

ど

も

の

森

、Y
A
H
!
D
O

み

や

ざ

き

、

チ

ャ

イ

ル

ド

ラ

イ

ン

み

や

ざ

き

の

３

団

体

が

連

合

愛

の

カ

ン

パ

の

事

例

発

表

を

し

ま

し

た

。

他

に

、

連

合

愛

の

カ

ン

パ

、

九

州

労

金

と

全

労

済

の

助

成

金

の

説

明

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

会

場

：

宮

崎

中

央

公

民

館

 

参

加

団

体

：

１１

団

体

 

                        

森森森森

づ

く

り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

づ

く

り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

づ

く

り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

づ

く

り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム 

２

０

１

２

０

１

２

０

１

２

０

１

１１１１

年年年年

11111111

月月月月

30303030

日日日日    

東

日

本

大

震

災

や

福

島

原

発

事

故

、

新

燃

岳

の

噴

火

な

ど

の

災

害

が

相

次

ぐ

中

、

緑

豊

か

な

森

を

育

て

守

る

こ

と

の

大

切

さ

を

認

識

す

る

た

め

に

、

み

や

ざ

き

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

協

議

会

が

主

催

す

る

「

森

づ

く

り

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

が

、

宮

崎

県

武

道

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

「

神

話

に

学

ぶ

災

害

か

ら

の

復

興

～

森

の

破

壊

神

か

ら

守

護

神

に

な

っ

た

ス

サ

ノ

オ

～

」

を

テ

ー

マ

に

、

大

阪

在

住

で

、

勤

務

医

で

小

説

家

の

石

黒

耀

さ

ん

の

講

演

が

あ

り

ま

し

た

。

神

話

の

中

に

は

、

自

然

災

害

を

物

語

に

し

て

後

世

に

語

り

伝

え

る

も

の

が

多

く

あ

る

と

の

話

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

石

黒

耀

さ

ん

の

講

演

の

前

に

は

、

「

子

ど

も

の

森

」

に

よ

る

森

づ

く

り

事

例

発

表

も

あ

り

ま

し

た

。

 

         

Ｎ

Ｈ

Ｋ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

総

合

総

合

総

合

総

合

「「「「

い

っ

ち

ゃ

が

ゴ

ー

ル

ド

い

っ

ち

ゃ

が

ゴ

ー

ル

ド

い

っ

ち

ゃ

が

ゴ

ー

ル

ド

い

っ

ち

ゃ

が

ゴ

ー

ル

ド

」」」」

    

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

２

０

１

１

年年年年

８８８８

月月月月

５５５５

日日日日    

 

８

月

５

日

の

「

い

っ

ち

ゃ

が

ゴ

ー

ル

ド

」

百

文

は

一

見

に

し

か

ず

門

川

町

の

旅

に

、

ラ

イ

ブ

出

演

し

ま

し

た

。

 

 

海

（

カ

ン

ム

リ

ウ

ミ

ス

ズ

メ

と

乙

島

）

と

産

業

（

ア

ゲ

ミ

と

み

ん

な

と

朝

市

）

の

紹

介

、

中

山

神

社

、

そ

し

て

最

後

に

「

自

然

が

だ

い

す

き

」

と

し

て

、

門

川

の

山

間

部

紹

介

と

し

て

、

子

ど

も

の

森

の

環

境

活

動

の

話

と

続

き

ま

し

た

。

 

 

６

時

か

ら

の

放

送

で

、

２

時

30

分

か

ら

リ

ハ

ー

サ

ル

が

１

時

間

30

分

あ

り

、

リ

ハ

ー

サ

ル

で

本

番

の

見

直

し

が

さ

れ

ま

し

た

。

本

番

で

は

原

稿

な

ど

を

見

れ

な

い

し

、

ラ

イ

ブ

放

送

で

あ

っ

た

の

で

と

て

も

緊

張

し

て

、

準

備

し

た

コ

メ

ン

ト

を

忘

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

収

録

は

、

と

て

も

大

変

で

し

た

が

、

番

組

が

作

ら

れ

る

一

連

の

作

業

を

見

る

こ

と

が

で

き

て

、

と

て

も

貴

重

な

体

験

と

な

り

ま

し

た

。

 

 

本

番

は

、

短

い

時

間

で

し

た

が

、

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル

の

参

加

者

二

人

と

、

森

の

学

舎

で

の

活

動

等

を

紹

介

し

ま

し

た

。

 

         

  

帰

る

間

際

に

、

D
o
m
o
-
k
u
n

メ

モ

・

D
o
m
o
-
k
u
n

シ

ー

ル

・

な

な

み

ち

ゃ

ん

ハ

ン

ド

タ

オ

ル

・

な

な

み

ち

ゃ

ん

ペ

ン

を

、

お

土

産

で

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

放

送

局

を

出

る

時

に

、

百

野

キ

ャ

ス

タ

他

ス

タ

ッ

フ

の

皆

さ

ん

が

、

車

が

交

差

点

を

曲

が

り

見

え

な

く

な

る

ま

で

手

を

振

っ

て

お

見

送

り

を

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

 

 

◇

Ｍ

Ｒ

Ｔ

宮

崎

放

送

 

Ｍ

Ｒ

Ｔ

ラ

ジ

オ

「

エ

・

コ

・

コ

ロ

・

カ

フ

ェ

」

収

録

 
 

２

０

１

１

年

12

月

24

日

 

 

◇

わ

ぃ

Ｗ

ａ

ｉ

Ｔ

Ｖ

 

四

季

を

ま

る

ご

と

体

験

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル 

２

０

１

１

年

６

月

29

日

 

 

◇

宮

崎

日

々

新

聞

社

 

四

季

を

ま

る

ご

と

体

験

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル 

「

植

物

や

昆

虫

探

し

た

よ

」

 

 

２

０

１

１

年

６

月

26

日

付

18

面

    

 

植

樹

＆

春

を

た

の

し

も

う

 

「

ヨ

モ

ギ

お

い

し

い

」

親

子

山

菜

摘

み

味

わ

う

 

２

０

１

２

年

３

月

28

日

付

20

面

 

 

◇

夕

刊

デ

イ

リ

ー

新

聞

社

 

森

づ

く

り

シ

ン

ポ

育

て

守

る

大

切

さ

再

確

認

（

横

山

理

事

長

の

事

例

発

表

）

 

２

０

１

１

年

11

月

４

日

付

２

面

 

 



[12] 

 

 2012 年 度 活 動 予 定  

 

＊

宮

崎

県

森

林

づ

く

り

活

動

支

援

事

業

（

宮

崎

県

森

林

環

境

税

）

 

 

妖

精

の

森

の

竹

伐

採

（

竹

林

の

整

備

）

、

高

校

生

と

の

五

感

の

森

下

草

刈

り

、

体

験

型

環

境

学

習

（

森

で

過

ご

そ

う

森

に

学

ぼ

う

）

へ

の

助

成

、

森

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

（

森

林

環

境

セ

ミ

ナ

ー

）

へ

の

一

部

助

成

 

 

＊

緑

の

募

金

特

定

公

募

事

業

（

国

土

緑

化

推

進

機

構

緑

）

 

 

妖

精

の

森

の

竹

伐

採

（

竹

林

の

整

備

）

 

 

＊

協

働

商

談

会

開

催

事

業

委

託

費

 

 

協

働

商

談

会

（

協

働

創

出

市

２

０

１

１

）

の

開

催

に

係

る

委

託

費

 

 

＊

セ

ブ

ン

-

イ

レ

ブ

ン

み

ど

り

の

基

金

 

四

季

を

ま

る

ご

と

体

験

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル

 

 

 

＊

イ

オ

ン

黄

色

い

レ

シ

ー

ト

 

イ

オ

ン

各

店

で

の

黄

色

い

レ

シ

ー

ト

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

箱

に

投

函

さ

れ

た

レ

シ

ー

ト

金

額

の

１

％

相

当

額

の

物

品

が

活

動

全

般

に

寄

贈

 

 

＊

緑

の

ｇ

ｏ

ｏ

 

 

パ

ソ

コ

ン

や

携

帯

か

ら

「

緑

の

ｇ

ｏ

ｏ

」

を

利

用

す

る

こ

と

で

得

る

収

益

か

ら

、

子

ど

も

の

森

活

動

全

般

へ

の

寄

附

 

 

＊

Ｍ

エ

コ

ス

タ

イ

ル

 

 

宮

崎

日

日

新

聞

社

の

企

業

広

告

収

入

に

よ

り

県

内

で

活

動

し

て

い

る

環

境

保

護

団

体

に

寄

附

 

 

＊

個

人

に

よ

る

寄

附 
 

小

森

 

様

（

宮

崎

市

） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

平成 23 年度活動への助成・寄附等の報告 
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編編編編    

集集集集    

後後後後    

記記記記    

自

然

体

験

活

動

で

は

、

い

ろ

ん

な

喜

び

、

出

会

い

が

あ

り

ま

す

。

 

一

年

間

を

通

じ

て

同

じ

参

加

者

に

よ

る

「

四

季

を

ま

る

ご

と

体

験

ｅ

ｃ

ｏ

ス

ク

ー

ル

」

に

昨

年

参

加

し

て

く

れ

た

現

在

中

学

１

年

生

の

Ｎ

君

、

今

年

度

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ッ

フ

と

し

て

参

加

し

て

く

れ

て

い

ま

す

。

２

期

生

の

よ

き

お

兄

さ

ん

、

私

た

ち

に

と

っ

て

は

、

頼

も

し

い

存

在

で

も

あ

り

ま

す

。

 

こ

れ

だ

か

ら

、

多

少

の

困

難

も

乗

越

え

て

、

楽

し

く

活

動

で

き

る

の

か

と

思

う

。

出

会

い

に

感

謝

！

 

表

紙

樹

木

 

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ    

【
属
名
】
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属 

【
樹
形
】
落
葉
高
木 

【
葉
】
長
楕
円
形
で
先
端
は
長
く
尾

状
に
伸
び
て
い
る
。
鋸
歯
は
腺
に

終
わ
る
二
重
鋸
歯
で
あ
る
。 

【
花
】
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
も
少
し
早
く
咲
く
。

花
と
同
時
に
葉
が
展
開
し
始
め
、

新
葉
の
色
が
赤
み
を
帯
び
て
い
る

の
で
、
独
特
の
風
情
が
あ
る
。
花

は
直
径
３
～

ｃ
ｍ
で
、
総
花
柄

は
短
く
、
２
～
３
の
無
毛
の
花
柄

を
だ
し
て
花
を
咲
か
せ
る
。 

【
分
布
】
本
州
・
四
国
・
九
州 

純 

月月月月 予定予定予定予定////実施日実施日実施日実施日 活活活活    動動動動    名名名名／活動内容／活動内容／活動内容／活動内容 場場場場    所所所所 

４ 

14(土) 竹林整備／  妖精の森 

22(日) 第１２回通常総会・ 森の学舎 

５ 

4/29(祝) 

2(水)、3(祝) 

4(祝)、5(祝) 

森の学舎の施設整備／ 森の学舎 

13(日)  森の学舎 

19(土) 竹林整備／  妖精の森 

20(日) 椎茸栽培／  森の学舎 

26(土) ／ 森の学舎 

６ 

9(土) ／ 森の学舎 

16(土) 育林作業/  

17(日)  

23(土) ｅｃｏスクールの準備 森の学舎 

７ 

6/30(土)1(日) 竹林整備／ 妖精の森 

1(日) 森の学舎の整備／ 森の学舎 

7(土) ／ 森の学舎 

21(土) 22(日) 竹炭作り 妖精の森 

22(日) 川をたのしく親しもうの準備 森の学舎 

29(日) 川をたのしく親しもう／

８ 

11(土) ／

25(土) 26(日) 竹林整備／ 妖精の森 

９ 

1(土) ／  

8(土) 9(日) 竹林整備／  妖精の森 

10 

13(土) 14(日) 椎茸栽培／ 森の学舎 

21(日) 竹林整備／ 妖精の森 

27(土) ／ 森の学舎 

11 

10(土) 竹林整備／  妖精の森 

11(日) 森の学舎 

17(土) ｅｃｏスクール／  森の学舎 

25(日) 森で過ごそう森に学ぼうの準備 森の学舎 

28(水) 協働創出市 2012 未定 

12 

2(土) 森で過ごそう森に学ぼう 森の学舎 

15(土) /  矢北牧場 

２ 

11(祝) 未定 

23(土) ／

３ 

2(土) 竹林整備／ 妖精の森 

9(土) 10(日) ／ 森の学舎 

24(日) 

森づくりのための森林環境等学習／

森の学舎 

30(土) 

植樹と春の山菜・野草を楽しむ 

 


